
安芸市流域森づくり構想（案）についてのパブリックコメント提出意見に対する回答及び対応

No 掲載ページ 区分 意見 回答及び対応

41、42 3章（3つのテー

マに取り組む30

のアクションプ

ラン）

3つのテーマに取り組む

アクションプランの数

が多いと感じる。(プラ

ンの集約や優先順位の

策定が必要ではないか)

本構想は、安芸市に川上から川中、川下の

すべての産業がそろっていることを「安芸

市らしさ」と捉え、森林・林業・木材産業

のすべてを振興させることをミッションと

しています。そのため、解決すべき多くの

課題について策定委員会で協議を重ね、そ

の結果、この30のアクションプランに至り

ました。本構想は社会・経済情勢等の変化

に柔軟に対応するため必要に応じて随時見

直しをすることとしています。ご指摘いた

だきました適正なアクションプラン数につ

きましては、今後もアクションプランを進

捗管理する中で検討を続けてまいります。

34、41、42 ・3章（3つの

テーマに取り組

む30のアクショ

ンプラン）

・2章（安芸市

の森林ゾーニン

グ検討結果）

またこのアクションプ

ランが２項2-4で設定し

た重点エリアで行うの

か別の場所でも行って

いくのかが分かりにく

い。

ご指摘を踏まえて修正します。

70 5章（安芸市流

域森づくり構想

の推進体制）

既存のＷＧに加え今後

新たなＷＧの組織を検

討とあるが、それに

伴って森林整備促進協

議会の体制強化も必要

と考える。協議会の運

営を外部のファシリ

テーターに委託するな

ど「仕組み化」された

組織へと移行し、ＰＤ

ＣＡサイクルを回す事に

よって長期に渡る計画

がスムーズに遂行でき

るのではないか。

ご指摘のとおり、本構想の推進には、計

画・実行・評価・改善を繰り返し行う

「PDCAサイクルを回す」という管理が重

要だと考えています。また、安芸市森林整

備促進協議会が中心となるワーキンググ

ループ（WG）に、市民、専門家、高校生

等の若い世代に参加してもらうことで、よ

り活発な議論や効果的な取組ができると想

定しています。このような長期に渡る取組

には継続的に関われる人材が必要であり、

今後、林政アドバイザー制度等の活用を検

討し、本構想の運営体制の強化を検討した

いと考えています。
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